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今号の表紙
　消防団員の消防技術の向上を目的に、9月13日、春日市消防操法大会が春日
野中学校で行われました。ポンプ車の部は春日市本部分団が優勝（表紙写真）、小
型ポンプの部は西分団が優勝しました。



歳入 312億8147万円
（対前年度 9 億 4118万円の増額）

平成25年度

決   算
平成 25年度の市の決算がまとまりましたので、その概要をお知らせします。

　財源構造から見ると、自主財源が164億8624万円
（52.7％）、依存財源が147億9523万円（47.3％）とな
りました。自主財源の割合は前年度から0.2ポイント
下がり、3年ぶりに低下しました。これは、諸収入に
おいて、前年度限りの要因による収入がなくなった
ためです。自主財源のさらなる確保は、市の財源構造
上の課題です。
主な増減内容（金額は対前年度増減額）
▶市税　3億2409万円増
全ての税目で増収となりました。開発に伴う新築
家屋の増加による純固定資産税の増収が主な要因
です。
▶諸収入など　4億6475万円減
市町村災害共済基金組合解散返還金、春日警察署
建設に伴う職員駐車場等移設補償費といった前年
度限りの収入がなくなったことが要因です。
▶地方交付税　2億1899万円減
地方公務員の給与削減を盛り込んだ算定方法に改
正されたことなどの理由により6年ぶりに減に転
じました。

▶国県支出金　5億4335万円増
国の地域経済活性化・雇用創出臨時交付金（地
域の元気臨時交付金）、障害者自立支援給付費
に係る国県負担金などが増要因です。

※「実質収支額（純黒字額）」は、「差引額」から翌年度に繰り越して使うことが決まっている財源を引いた額です。

《総括》
　歳入は、地方交付税は減額となりましたが、歳入の根幹をなす市税が全ての税目で増収となった他、国県支
出金の増などにより、全体では増額となりました。
　歳出は、人件費や物件費は減となりましたが、（仮称）総合スポーツセンター施設整備事業の本格化などにより、
投資的経費が増となり、全体では増額となりました。
　その結果、平成 25年度は 8億 9003 万円の黒字となり、平成 26年度に繰り越しました。

平成 24 年度 平成 25 年度
歳入額 303 億 4029 万円 312 億 8147 万円
歳出額 288 億 7694 万円 301 億 4463 万円
差引額 14 億 6335 万円 11 億 3684 万円

実質収支額（純黒字額）※ 9 億　772 万円 8 億 9003 万円

春日市の

一般会計 市の行政運営の基本的な経費を扱う会計です。

家計簿
注：人口は平成25年度
末人口（11万1663人）
を基準にしています。

諸収入など 4.1％
県受託事業費や
各種教室受講費など
12 億 7478 万円

市税 39.3％
個人・法人市民税、
固定資産税など
122 億 9772 万円

繰入金・繰越金など 5.7％
前年度からの繰越金や他会計か
らの繰入金など
17 億 9198 万円

使用料・手数料など
3.6％
市営住宅の家賃や保育料、
公共施設の賃料など
11 億 2176 万円

地方交付税 14.0％
全国どこでも必要最小限の
行政サービスが受けられるよう
国が交付するお金
43 億 8967 万円

国県支出金 22.5％
特定の事業のために
国や県が交付するお金
70 億 2912 万円

地方譲与税など 4.3％
国や県が徴収した税金の
一部を市に分配するもの
13 億 4534 万円

市債 6.5％
大きな事業を行うための
借入金
20 億 3110 万円

自主財源
52.7％
市が自主的に調達できるお金
164 億 8624 万円

依存財源
47.3％
国や県からの
交付金や借入金など
147 億 9523 万円
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歳出（性質別）301億4463万円
（対前年度 12億6769万円の増額）

区分 目的 決算額 対前年度増減額 伸び率 市民１人当たりの
決算額

民生費 子どもや高齢者、障がい者などの福祉のために 123億1140万円 ▲4715万円 ▲0.4％ 11万  255円
教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興のために 48億1515万円 6億4325万円 15.4％ 4万3122円
土木費 道路や公園など都市基盤の整備のために 33億2869万円 9億1269万円 37.8％ 2万9810円
公債費 借入金の返済のために 29億7185万円 8991万円 3.1％ 2万6615円
衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなどのために 27億2189万円 ▲1762万円 ▲0.6％ 2万4376円
総務費 市の運営、戸籍、選挙などのために 23億9624万円 ▲2億7224万円 ▲10.2％ 2万1460円
消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐために 8億6019万円 ▲1402万円 ▲1.6％ 7703円
商工費 商工業の振興、中小企業の育成のために 3億9118万円 ▲368万円 ▲0.9％ 3503円
議会費 議会の運営などのために 2億6799万円 ▲1050万円 ▲3.8％ 2400円
労働費 雇用拡大や失業対策などのために 3389万円 ▲192万円 ▲5.4％ 304円
農林

水産費 農業振興などのために 2367万円 ▲138万円 ▲5.5％ 212円

その他 その他の支出 2249万円 ▲965万円 ▲30.0％ 201円
合計 301億4463万円 12億6769万円 4.4％ 26万9961円

歳出を目的別にみると…

　性質別分類では「どのような用途にいく
らの経費が支出されたか」が分かります。
主な増減内容（金額は対前年度増減額）
▶義務的経費　1368万円増
障がい者に対する給付費や市債元利償還
金が増となりましたが、国の要請による
職員の給与削減措置により人件費が減と
なりました。
▶投資的経費　7億9581万円増
（仮称）総合スポーツセンター施設整備事
業、春日東中学校施設整備事業の本格化
による事業費の増が主な要因です。
▶その他　4億5820万円増
公共施設等整備基金と財政調整基金の積
立額の増が主な要因です。

目的別分類では、「どのような目的のために経費が支出されたか」が分かります。

※▲はマイナスを表します。

人件費 11.9％
職員給与や議員報酬など
35 億 9921 万円

義務的経費 47.6％
毎年必ず支出が必要となる
固定的な経費
143 億 5434 万円

扶助費 25.8％
生活保護費や児童手当、
障がい者への給付費など
77 億 8330 万円

公債費 9.9％
借入金の返済
29 億 7183 万円

普通建設事業費 11.6％
道路や学校などの建設費など
34 億 8513 万円

その他の経費
40.8％
123 億 516 万円

物件費 13.4％
光熱水費や施設の維持管理、
事務用品購入費など
40 億 3351 万円

補助費等 11.6％
各種団体などへの補助金
や負担金など
34 億 9341 万円

その他 6.9％
20 億 8973 万円

投資的経費
 11.6％
将来に残るものに
支出する経費
34 億 8513 万円

繰出金 8.9％
一般会計から特別会計
に支出する経費
26 億 8851 万円

土木費
8.4

0 20 40 60 80 100

民生費
42.8

教育費
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公債費
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総務費
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3.0

（％）

商工費
1.4
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1.0 労働費
農林水産費
その他
各0.1

■構成比

民生費 地域密着型サービス事業所の整備推進 1億2805万円

教育費

小中学校施設耐震化 1億3860万円
春日東中学校施設整備 5億1940万円
（仮称）総合スポーツセンター
施設整備 10億5648万円

土木費 若草市営住宅建替 1億8744万円

■主要な事業（金額は平成25年度事業費）
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一部事務組合

　特別会計の財源不足のうち、一般会計で負担することが認められている経費については、一般会計からの繰り入
れを行いました。

　一部事務組合は、市単独で行うよりも、複数の市町村で実施する方が効率的、効果的な事務を広域処理するため
に設置されています。春日市が負担金を支出している一部事務組合の決算収支の状況は下表のとおりです。

団 体 名 歳入総額
❶

歳出総額
❷

歳入歳出差引
❶−❷ 春日市負担金 市民1人当たりの

負担金額

春日大野城衛生施設組合
し尿、不燃物の処理など

4億6561万円 4億1939万円 4622万円 1億6064万円 1439円

春日・大野城・那珂川消防組合
消防に関する事務など

21億7151万円 21億4617万円 2534万円 8億1241万円 7276円

筑慈苑施設組合
火葬場の運営など

5億8287万円 5億5728万円 2559万円 4713万円 422円

福岡県自治振興組合
（市町村職員の研修、公文書館の運営など）

2億3881万円 2億2418万円 1463万円 170万円 15円

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合
非常勤消防団員に係る災害補償に関する事務など

1億  686万円 1億  624万円 62万円 75万円 7円

筑紫自治振興組合
筑紫地区地域活動支援センターつくしぴあの運営など

4678万円 4424万円 254万円 955万円 85円

福岡都市圏南部環境事業組合
可燃ごみの処理施設設置に関する事務など

41億　484万円 40億2407万円 8077万円 2億2856万円 2047円

福岡県後期高齢者医療広域連合
後期高齢者医療制度の事務など

一般会計 5億4637万円 3億9963万円 1億4674万円 601万円 54円

後期高齢者
医療特別会計 6868億3307万円 6601億4630万円 266億8677万円 18億2173万円 1万6314円

※上水道事業を行う「春日那珂川水道企業団」の決算状況については、同企業団のウェブサイトで公開する予定です。

会 計 区 分 歳入（収入）
❶

歳出（支出）
❷

差引額
❶−❷

一般会計からの
繰入金

市民1人当たりの
繰入金額

国民健康保険事業特別会計
（国民健康保険の運営のための会計）

109億2776万円 106億3051万円 2億9725万円 9億6876万円 8676円

後期高齢者医療事業特別会計
（後期高齢者医療の運営のための会計）

11億6596万円 11億　923万円 5673万円 2億  202万円 1809円

介護保険事業特別会計
（介護保険の運営のための会計）

52億8035万円 51億8582万円 9453万円 7億6804万円 6878円

筑紫地区障害程度区分等審査会事業特別会計
（筑紫地区障害程度区分等審査会の運営のための会計）

1633万円 1633万円 0円 229万円 20円

下水道事業会計
（下水道の管理・運営のための会計）

収益的収支 21億4683万円 17億9867万円 3億4816万円
4億9685万円 4450円

資本的収支 10億9296万円 19億5971万円 ▲8億6675万円

※下水道事業会計の資本的収支の不足分は、内部留保資金で補てんしています。
※▲はマイナスを表します。

特別会計 特定の事業を行うため一般の歳入歳出と区分して処理する会計です。

（※）
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市　債（市の借金）

　市債は、道路や公共施設などを造るために借り入
れた借金です。一般会計における市債の発行額と残
高の推移は次のとおりです。
　残高全体は緩やかに減少していますが、臨時財政
対策債（普通交付税の国の財源不足を補うための借
金）の占める割合は増え続け、平成25年度末で初め
て50％を超えました。

基　金（市の預金）

　基金は、特定の目的のために資金の積み立て（運
用）などを行う市の預金です。そのうち、財政調整基
金は、予期しない収入の減少や災害などによる突発
的な支出の増加に備えるためのものです。
　平成25年度は公共施設等整備基金、財政調整基金
などへの積み立ておよび職員退職手当基金、衛生施
設等整備基金などの取り崩しを行った結果、市の預
金が約11.6億円増加しました。
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発行額

19.4 20.3

269.7

25

126.7

0
10
20
30
40
50
60
70
80

23 24 25
13.5 13.9 15.7

39.8
46.0

55.8

53.3
59.9

その他の基金 財政調整基金

（億円）
71.5

（年度）

経常収支比率87.1％（平成24年度　86.9％）

　「経常収支比率」は、財政構造の弾力性を表す
指標で、地方税や地方交付税など毎年収入があ
る一般財源に対する、毎年固定的に支出される
経費の割合です。この割合が高いほど投資的な
経費に充てる余裕が少なくなり、財政運営が厳
しくなります。
　春日市の経常収支比率は、87.1％になりまし
た。これは、市税などの増による経常一般財源等
収入の増加率を、扶助費（障がい者に対する給付
費や生活保護費など）、繰出金（後期高齢者医療
事業特別会計および介護保険事業特別会計）お
よび公債費などの増による経常的経費の増加率
が上回ったことが要因です。
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春日市
類似団体

86.9

91.2
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25
※1 類似団体とは、全国の市の中で春日市と人口・産業構造が類似した団体

を指します。県内では飯塚市、県外では東京都青梅市、神奈川県海老名市
などが類似団体になります。

※2 類似団体の平成25年度数値はまだ公表されていません。

問い合わせ先　財政課 財政担当　☎（584）1111　F（584）1145
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

■市債発行額と残高の推移（一般会計）

■基金残高の推移

■経常収支比率の推移

市債（ローン）および基金（預金）の状況

　大型公共施設などの更新事業の本格化により、今後は借金の残高の増加が見込まれますが、引き続き可能な限り新規の借り
入れを抑制し、また、自主財源の確保、事務事業の一層の見直し、適正な受益者負担を図ることで、健全な財政運営に努めます。

市 報 か す が
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全会計の赤字の度合い
この比率が高いほど赤字額が大きくなります。

普通会計※1の赤字の度合い
この比率が高いほど赤字額が大きくなります。

　地方公共団体の財政破綻を未然に防ぎ、財政再生や健全化を図るため、平成19年6月に「地方公共団
体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。この法律で、財政運営の健全性を診断するための
健全化判断比率と資金不足比率を公表することが、地方公共団体に義務付けられています。
　春日市においてもこれらの比率を算定し、財政の健全性を診断しましたので報告します。

春日市の財政は健全な状態です
春日市の健全化判断比率はいずれも早期健全化基準を大きく下回っています。

これは、春日市の財政が健全な状態であることを示しています。

※1 普通会計は、決算上の会計で、春日市では一般会計が該当します。
※2 実質赤字比率、連結実質赤字比率において赤字がない（黒字である）場合には、「−」で表記することになっています。
　   同時に過去の比率との比較を行うため、数値化しています。

①「実質赤字比率」、②「連結実質赤字比率」、③「実質公債費比率」、④「将来負担比率」の4項目があり、
地方公共団体の赤字の度合いなどを診断します。
★診断のための目安として、早期健全化基準、財政再生基準が設けられています

①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率

[算定結果]　— ％※2( −4.86％ )
黒字の場合、数値化するとマイナスになります。

[算定結果]　— ％※2( −11.13％ )
黒字の場合、数値化するとマイナスになります。

【早期健全化基準】
この基準を超えた場合、財政健全化計画を立てることが義務付けられるなど、外部の厳しい
チェックを受けた上での自主改善努力が求められます。

【財政再生基準】
この基準を超えた場合、財政再生計画を立て、外部の厳しいチェックを受け、国などの指導の
下で財政再生に取り組むことになります（将来負担比率には財政再生基準なし）。

〈比率の推移〉
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23 24 25 （年度）

-4.86%-3.99％ -4.99%

　　早期健全化基準　12.58％

財政再生基準　20.00％

（%）
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40

23 24 25 （年度）

-11.13%-10.06％ -11.98%

早期健全化基準　17.58％

財政再生基準　30.00％
（%）

〈比率の推移〉
悪化

健全

悪化

健全

健全化判断比率とは？

イエロー
カード（注意）

レッド
カード（指導）

「健全化判断比率」と「資金不足比率」
を公表します（平成25年度決算）
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将来の収入との比較で、借金残高などの負債が
将来の財政を圧迫する度合い

この比率が高いほど将来の財政が圧迫される恐れ
があるといえます。

借金の返済金などが財政を圧迫している度合いの
３カ年平均値

この比率が高いほど借金の返済金などで財政が圧
迫されているといえます。

③実質公債費比率 ④将来負担比率

[算定結果]　3.6％（平成23 〜 25年度平均）
前年度から1.6ポイント改善し、制度開始後、最も良い数
値になりました。

[算定結果]　 — ％※3(−75.8％ )
将来の収入が負債を上回る場合、数値化するとマイナス
になります。

※3 将来負担比率において、将来の収入が将来の負債を上回っている場合には、「−」で表記することになっています。
　　同時に過去の比率との比較を行うため、数値化しています。

問い合わせ先　財政課 財政担当　 （584）1111　F（584）1145

春日市の財政は健全な状態にありますが、今後も一層適正な財政運営に努めます。

春日市が実施する下水道事業の経営状態を、資金不足の度合い（資金繰りの危険度）から個別に診断
するための比率です。この比率が高いほど資金繰りが危険であるといえます。

これを超えた場合、経営健全化計画を立て、外部の厳しいチェックを受けた上での自主改善努力が
求められます。

★診断のための目安として、経営健全化基準（20.0％）が設けられています

※4 資金不足比率において、資金不足がない（資金繰りに問題がない）場合には、「−」で表記することになっています。
　   同時に過去の比率との比較を行うため、数値化しています。

[算定結果]　 — ％※4( −41.8％ )
▷資金不足がない（資金繰りに問題がない）場合、

比率は「ー」マイナスとなります。
▷経営健全化基準を大きく下回っているので、下

水道事業会計の経営は健全であるといえます。
-40
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-41.8%
-31.7％ -36.1%

経営健全化基準　20.0％

（%）
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7.7％
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早期健全化基準　25.0％
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（%）

〈比率の推移〉〈比率の推移〉

悪化

健全

悪化

健全

悪化

健全

資金不足比率とは？

〈比率の推移〉
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開催日　10月19日㈰場所　市役所
　今年も、行政、市民、事業者が一体となり、環境フェアを開催
します。今回は地球温暖化防止、動物愛護、ごみ減量の３つを
テーマにしたイベントを同時に開催します。
　市民団体や事業者の取り組み紹介などの他にもさまざまな
コーナーを用意していますので、この機会に、環境について楽
しく学びましょう。
　豪華景品が当たるスタンプラリーも行います。
また、パンや地産地消の弁当など、食事コーナーもあります。

地球温暖化防止コーナー
　たくさんの体験を通じて、環境について楽しく
学びましょう。
時間　午前10時〜午後２時
場所　1階市民ホール他
内容　▷パネル展示▷環境

クイズ（景品付き）▷電気自動車試乗▷
自転車発電体験▷苗木の配付▷ドング
リ細工▷廃油石けん作り体験▷ダ
ンボールコンポスト展示▷農産物
販売

ごみ減量コーナー
　ごみから環境問題について考えましょう。
時間　午前９時〜午後２時
場所　市役所職員駐車場
内容　▷ダンボールコンポスト講習会▷ご

みの積み込み体験▷ごみ分別クイズ▷
ごみ減量意識向上パ
ネル展示

※エコ川柳の投票もお待
ちしています。

　動物の愛護と適正な飼い方、マナー向上につい
て、この機会に一緒に考えてみませんか。
時間　午前10時〜午後２時
場所　1階市民ホール
内容　▷動物愛護団体の取り組み紹介▷

ペット相談▷プラバンによる迷子札作
成（無料）▷啓発パネル▷犬・ネコのポ
スター写真展示

ガレージセール
　家庭の不用品を安価で販売します。
時間　午前９時〜午後２時
場所　市役所職員駐車場
内容　▷販売物（古着、

雑貨品、電気製品
（要動作確認）な
ど）

問い合わせ先　環境課、ごみ減量推進課
☎（584）1111　F（584）1147
kankyo@city.kasuga.fukuoka.jp

※来場する際は、環境に配慮して徒歩、自転車、公共交通機関を利用してください。

春日市環境フェア春日市環境フェア

※たんぽぽ号
も来て本の
貸し出しも
行います。

動物愛護コーナー
（動物愛護キャンペーン）
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ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
、「
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
一

掃
大
作
戦
」を
行
い
ま
す
。

　

散
歩
時
の
ふ
ん
の
放
置
な
ど
、一
部
の
心
無
い
飼
い
主
の
マ

ナ
ー
違
反
の
た
め
に
、多
く
の
人
が
不
快
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
飼
い
主
一
人
一
人
が
、マ
ナ
ー
向
上
を
意
識
し
て
行
動
す
れ
ば
、

人
と
ペ
ッ
ト
は
快
適
に
暮
ら
せ
ま
す
。

　
こ
の
作
戦
に
参
加
し
て
、一
緒
に
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
を
回
収
し
な

が
ら
、マ
ナ
ー
向
上
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

日
時　
10
月
28
日
㈫（
雨
天
中
止
）

午
後
４
時
〜
５
時

場
所　
白
水
大
池
公
園（
下
白
水
２
０
９
）

※
当
日
は
、白
水
大
池
公
園
管
理
棟
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　
白
水
大
池
公
園
内
に
放
置
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
を
拾
う

※
午
後
３
時
か
ら
、犬
の
飼
い
主
同
士
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、し

つ
け
の
必
要
性
や
大
切
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、し
つ
け

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。飼
い
犬
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

第11回ペットのフン一掃大作戦
環境課 生活環境担当　☎（584）1111　F（584）1147

市
は
、リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
と
燃
え
る
ご
み
の
処

理
費
用
削
減
の
た
め
、古
紙
な
ど
の
集
団
回
収

を
行
っ
て
い
る
団
体
に
、回
収
量
１
㎏
に
つ
き
９
円
の

報
償
金
を
交
付
し
、古
紙
や
古
布
の
集
団
回
収
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
集
団
回
収
を
行
う
と
、家
庭
か
ら
燃
え
る
ご
み
と
し

て
出
る
は
ず
だ
っ
た
古
紙
や
古
布
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

ま
す
。ま
た
、集
団
回
収
で
得
た
報
償
金
は
、各
団
体
の

活
動
資
金
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、古
紙
な
ど
の
集
団
回
収
は
、事
前
に
登
録
が
必

要
で
す
。登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
、ご
み
減
量
推
進
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
集
団
回
収
に
協
力
し
ま
し
ょ
う

　

現
在
、各
地
区
の
自
治
会
や
子
ど
も
会
、老
人
会
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
１
０
６
団
体
が
、古
紙
な
ど

の
集
団
回
収
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

古
紙
や
古
布
を
集
団
回
収
に
出
す
こ
と
は
、家
庭

で
手
軽
に
で
き
る
ご
み
の
減
量・
リ
サ
イ
ク
ル
の
１

つ
で
す
。

　
な
お
、回
収
し
て
い
る
品
目
や
日
時
な
ど
、詳
し
く

は
各
地
区
の
公
民
館
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

古紙などの集団回収を始めてみませんか
ごみ減量推進課 ごみ減量担当　☎（584）1111　F（584）1147

△愛犬と一緒にふんを拾う参加者

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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市
は
、毎
年
11
月
３
日
の
文
化
の
日
に
、福
祉
、

教
育
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

市
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
や
市
民
の
模
範
と
な
る
人

な
ど
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

表
彰
者
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
、ぜ
ひ
来
場
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、式
典
の
第
一
部
で
は
、D デ

ュ
オ

uo p

プ
ロ
フ
ー
モ

rofum
o d

デ
ィi 

m

マ
ル
ツ
ォ

arzo

（
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
音
楽
の
玉
手
箱

登
録
音
楽
家
、ソ
プ
ラ
ノ
と
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ
）に
よ

る
祝
賀
演
奏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
３
日
㈪

午
前
10
時
〜
正
午（
予
定
）

会
場　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
サ
ン
ホ
ー
ル

（
大
谷
６
ー
24
）

※
被
表
彰
者
に
つ
い
て
は
、10
月
27
日
㈪
か
ら
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

功績をたたえて　第27回春日市表彰式
総務課 総務法制担当　☎（584）1111　F（584）1145

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許
が

切
れ
た
後
、新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
を
持
つ

薬
と
し
て
厚
生
労
働
省
の
認
可
を
受
け
、製

造
販
売
さ
れ
る
薬
で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、新
薬
よ
り
も

価
格
が
安
く
薬
代
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、飲
み
や
す
く
工
夫
さ
れ
た
薬
も
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、春
日
市
国
民
健
康
保
険
は
、ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知（
新
薬
か
ら
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切
り
替
え
た
場
合
の
薬

代
の
軽
減
額
を
試
算
し
た
も
の
）の
送
付
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
ケ
ー
ス

（
被
保
険
者
証
ケ
ー
ス
）の
交
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
切
り
替
え
を
希
望
す
る
と
き
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※
全
て
の
先
発
医
薬
品
に
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

切
り
替
え
を
希
望
す
る
場
合
は
、医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ジェネリック医薬品を知っていますか
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141

ＰＣＢを含む電気機器が残っていませんか

　工場、店舗などにある古い電気機器には、環境と
人体に極めて有害な高濃度ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェ
ニール）が含まれている可能性があります。このた
め、法律で毎年度、県への保管・処理状況の届け出が
義務付けられています。
　所有している電気機器にＰＣＢが含まれている
ことが分かった場合は、すぐに連絡してください。
※対象となるのは、昭和47年頃までに製造された

トランス、コンデンサ、業務用蛍光灯の安定器な

どです。確認方法など、詳しくは県ウェブサイ
ト（http://www.pref.fukuoka.lg.jp/c03/pcb 
nokakunin.html）で確認してください。
問い合わせ先　筑紫保健福祉環境事務所

☎（513）5612

△昨年度の春日市表彰式



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

若葉台東地区自治会

街かど美術館展
　若葉台東地区は、今

いまいずみ
泉重

しげとし
敏さん（地域づくりアドバイザー）と一緒に、同

地区の将来像やその実現に向け、さまざまな活動を行っています。その一
環として、同地区自治会は、地区内の随所に花を設置。また、９月８日から
10月10日まで、春日市役所アトリウムで、街かど美術館展を開催しました。
　今回の取り組みは、植物を愛でることで、親子間や近所の人とのコミュニケーションを生み広げ、地域コミュニティ
を活性化させようとするものです。絵画の額縁風の木枠に花を植え、公民館や各家庭に設置したことで、まちが華やか
になりました。これにより近所同士の会話も弾むことでしょう。

市
役
所
ア
ト
リ
ウ
ム
に
飾
ら
れ

た
花

チャレンジする心を育むために

第 4回知のチャレンジKASUGA
　9月6日、第4回知のチャレンジK

か す が
ASUGAが、ふれあい文化センターで

開催されました。これは、難しい問題への挑戦を通して、子どもたちの
チャレンジする心を育てるとともに、大人の生涯学習の1つとして楽し
む場を提供しようとするものです。
　この日会場に集まったのは、市内の小学5、6年生218人、一般参加の20人の計238人。参加者たちは、各20分間、国
語、算数の問題に挑み、試験会場は参加者たちの緊張感に包まれていました。
　親子で参加した山

やました
下さんは「点数よりも親子で一緒に問題に取り組めて、いい経験ができた」と話しました。光町に住

む一般参加の女性は「市報、回覧板で知り、クイズが好きなので参加した。久々に試験の緊張感が味わえ、頭の体操にも
なったし、いろいろな人と話せて楽しかった」と笑顔で答えてくれました。

真
剣
に
問
題
に
取
り
組
む
参
加
者

た
ち

　　　

　春日市は、市内全小学校の全学年で、簡単な英会話や英語ゲームなどを通し英

語に親しむ外国語活動を実施しています。

　春日原小では、年間に 1・2 年生 12 回、3・4 年生 20 回、5・6 年生 35 回

の外国語活動に取り組んでおり、9 月 11 日には同活動の公開授業を実施。当日

6 年 4 組では「できることを紹介しよう」をテーマに活動。外国語活動指導員が “C
キ ャ ン

an y
ユ ー
ou p

プ レ イ
lay t

ザ
he p

ピ ア ノ
iano?” と身

振りをつけて尋ねると、児童たちは、I
アイ

 c
キャン
an…と少し照れくさそうに答えていました。同指導員の市

い ち の
野先生は「どん

な方法でもいいので、自分の思いを伝えられるようになって英語を楽しんで欲しい」と語り、児童たちは「友だちの

得意なことや、できることが分かったのでうれしかったです」と振り返りました。このような活動を通し、より小さ

い頃から英語に親しみ国際感覚を身に付けていくことを期待します。（広報レポーター　鬼
おにづか

塚文
ふ み こ

子）

春日原小　外国語活動オープンスクール

授業を受ける児童と参観する保護者

市 報 か す が
平成26年10月15日11
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イ
ベ
ン
ト

参
加
し
ま
せ
ん
か

お
は
な
し
広
場（
秋
）

　
図
書
館
に
よ
る
、年
齢
別
の
お
話
し

会
で
す
。絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝

居
な
ど
、楽
し
い
話
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
参
加
は
無
料
、申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

期
日　
11
月
２
日
㈰

内
容・時
間

０・１・２
歳
か
ら
の
お
は
な
し
会

午
前
11
時
〜

紙
芝
居
の
へ
や

午
前
11
時
30
分
〜

３
歳
か
ら
の
お
は
な
し
会

▽
午
後
２
時
〜

▽
午
後
２
時
30
分
〜

小
学
生
の
お
は
な
し
会

午
後
３
時
〜

※
全
て
30
分
程
度
で
す
。

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
集
会
室
Ａ（
大
谷
６
ー
24
）

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０　
　
　

お
宝
文
化
人
第
７
回「
さ
く
ら
会
」

福
祉
演
芸
会

　
お
宝
文
化
人
を
中
心
と
し
た
芸
能
部

門
で
活
動
し
て
い
る
人
が
集
ま
り
発
足

し
た「
さ
く
ら
会
」が
、福
祉
演
芸
会
を

行
い
ま
す
。個
人
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
に

よ
る
、幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
演
芸
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。入
場
は
無
料
で

す
。ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
６
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

（
開
場
／
午
後
１
時
）

場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
大
会
議
室（
昇
町

３
ー
１
０
１
）

内
容　
お
笑
い
芸
、民
謡
、マ
ジ
ッ
ク
、

博
多
仁に

わ

か
和
加
、安や

す
ぎ
ぶ
し

来
節（
ど
じ
ょ

う
す
く
い
）、日
舞
お
て
も
や 

ん
、津
軽
三
味
線
、エ
イ
サ
ー
な

ど

問
い
合
わ
せ
先　
さ
く
ら
会
事
務
局　

谷た
に

☎（
５
７
４
）０
２
９
５（
F
兼
用
）

水
郷
ひ
た
の
森
づ
く
り

参
加
者
募
集

　
流
域
連
携
基
金
交
流
事
業（
福
岡
都

市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合
）の
一
環
と

し
て
、福
岡
都
市
圏
共
通
水
源
地
域
の

日
田
市
で
行
わ
れ
る「
水
郷
ひ
た
の
森

づ
く
り
」へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、昼
食
も
あ
り
ま
す
。

対
象　

福
岡
都
市
圏
に
居
住
す
る
人

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日
時　
11
月
30
日
㈰

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

※
少
雨
決
行
で
す（
荒
天
中
止
）。

集
合
解
散
場
所　
福
岡
市
役
所（
福
岡

市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
８
ー
１
）

内
容　

萩
尾
市
有
林
で
の
植
樹
活
動

（
大
分
県
日ひ

た田
市
）

持
っ
て
く
る
も
の　
山
の
中
で
作
業
で

き
る
服
装
、長
靴（
雨
天
時
）、着

替
え
、雨
具
、水
筒
な
ど

定
員　
70
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　
11
月
10
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募
者

全
員
分
の
郵
便
番
号
、住
所
、氏

名（
よ
み
が
な
）、年
齢
、電
話
番

号（
緊
急
連
絡
先
）を
明
記
し
て

申
し
込
む

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
組
合（
〒
810 

ー
８
６
２
０
福
岡
市
中
央
区

天て
ん
じ
ん神

１
ー
８
ー
１
）

☎（
７
３
３
）５
０
０
４

F（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m

b
.info

w
eb

.
ne.jp

精
華
女
子
短
期
大
学

絵
本
読
み
聞
か
せ・児
童
劇

　
精
華
女
子
短
期
大
学
の
学
園
祭（
11

月
８
日
㈯・９
日
㈰
）で
、「
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
」と「
児
童
劇
」が
行
わ
れ
ま
す
。

○
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

　
３
〜
５
歳
児
と
そ
の
保
護
者
向
け

に
、年
齢
別
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
行
い
ま

す
。

日
時　
11
月
８
日
㈯

午
前
11
時
40
分
〜
午
後
０
時

40
分

○
児
童
劇「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」

日
時　

▽
11
月
８
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
11
月
９
日
㈰

午
後
１
時
〜
２
時

場
所　
同
短
期
大
学（
福
岡
市
博
多
区

南み
な
み
は
ち
ま
ん
ま
ち

八
幡
町
２
ー
12
ー
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
大
学

☎（
５
９
１
）６
３
３
１

F（
５
９
２
）３
５
９
１

http://w
w

w
.seika.ac.jp/

福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

　
農
林
業
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。農
業
大
学
校

秋
ま
つ
り
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。参

加
は
無
料
で
す
。

日
時　
11
月
15
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

同
試
験
場（
筑
紫
野
市
吉よ

し

木き

５
８
７
）

内
容

▽
同
試
験
場
が
開
発
し
た
新
品
種
や
新

技
術
の
展
示

▽
ひ
よ
こ
と
の
ふ
れ
あ
い

▽
遺
伝
子
暗
号
ク
イ
ズ

▽
昆
虫
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

▽「
元
気
つ
く
し
」お
に
ぎ
り
試
食

問
い
合
わ
せ
先　
同
試
験
場
管
理
部
総

務
課

☎（
９
２
４
）２
９
３
６

F（
９
２
４
）２
９
８
１

nourinshi@
pref.fukuoka.

lg.jp
http://farc.pref.fukuoka.jp/

宰
府
福
祉
会

宰
府
園
ま
つ
り
２
０
１
４

　

障
害
者
支
援
施
設「
宰
府
園
」に
よ

る
、拾
得
物
バ
ザ
ー
や
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
、模
擬
店
、ス
テ
ー
ジ
、抽
選
会
な

ど
の
楽
し
い
催
し
で
す
。

日
時　
11
月
２
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

宰
府
園（
太
宰
府
市
大お

お
ざ
の

佐
野

７
６
１
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎（
９
２
５
）７
２
０
０

F（
９
２
２
）３
１
５
４

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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開
催
し
ま
す

第
26
回
福
岡
矯
正
展

　
福
岡
刑
務
所
の
矯
正
行
政
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時

▽
11
月
１
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
11
月
２
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　
福
岡
刑
務
所（
糟
屋
郡
宇う

み美
町

障し
ょ
う
じ
だ
け
み
な
み

子
岳
南
６
ー
１
ー
１
）

※
駐
車
場
は
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。

内
容　

刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
販

売
、矯
正
施
設
の
活
動
に
関
わ

る
パ
ネ
ル
展
示
、福
岡
刑
務
所

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
布
ぞ
う
り
の
製

作
実
演・
体
験
、施
設
参
観（
福

岡
刑
務
所
内
）、更
正
保
護
女
性

会
な
ど
各
種
バ
ザ
ー

問
い
合
わ
せ
先　
同
刑
務
所
作
業
部
門

☎（
９
３
２
）０
３
９
５

F（
９
３
２
）３
１
４
５

開
催
し
ま
す

春
日
原
東
町
商
店
会
祭
り

　
猿
回
し
や
大
道
芸
人
に
よ
る
演
技
の

他
、多
数
の
出
店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
商
店
街
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
も

公
開
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
10
月
26
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　
春
日
原
東
町
朝
市
商
店
街（
春

日
原
東
町
１
ー
13
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
㈱
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

☎（
６
９
２
）４
１
２
０（
F
兼
用
）

福　

祉

認
知
症
あ
っ
た
か
ホ
ー
ム

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
４

　
認
知
症
を
身
近
な
も
の
と
捉
え
、地

域
社
会
で
支
え
合
う
意
識
を
高
め
る
た

め
の
講
演
会
、コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
11
月
９
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時
35
分（
開
場

／
正
午
）

場
所　
パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
ー
ル（
福

岡
市
博
多
区
千ち

よ代
１
ー
17
ー

１
）

内
容

○
第
１
部　
講
演

演
題　
「
ど
ん
な
と
き
も
命
は
輝
く

〜
最
後
ま
で
絆
を
深
め
て

〜
」

講
師　
秋あ

き
や
ま山

正ま
さ
こ子

さ
ん（
白
十
字
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
統
括

所
長
）

○
第
２
部　
あ
な
た
に
贈
る
コ
ン
サ
ー

ト演
奏　

ザ・
ヒ
ー
リ
ン
グ　

松ま
つ
だ田

淳じ
ゅ
ん
い
ち

一
さ
ん（
バ
イ
オ
リ
ン
）、

松ま
つ
だ田

淳じ
ゅ
ん
こ子

さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

※
コ
ン
サ
ー
ト
の
中
で
、手
紙「
天

ま
で
届
け
！
愛
の
う
た
」、ド
ラ

マ「
私
の
願
い
を
聴
い
て
く
だ
さ

い
」、高
校
生
作
文
表
彰
式「
介
護

の
こ
こ
ろ
と
の
出
会
い
」を
行
い

ま
す
。

定
員　
５
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、

連
絡
先
、所
属
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
認
知
症
あ
っ

た
か
ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
２
０ 

１
４
実
行
委
員
会

☎
０
８
０（
６
４
６
６
）８
２
７
２

F
０
９
４
４（
５
９
）１
０
３
１

npofukuokagh@
orion.ocn.

ne.jp

気
軽
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

平
成
26
年
度
県
母
子
寡
婦
福
祉
大
会

　
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
は
、一
人

親
家
庭
や
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
更
な

る
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、平
成
26

年
度
の
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、誰
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
９
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
受
付
／
午
前
10
時
〜
）

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ

棟
２
階
大
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

資
料
代　
１
人
２
０
０
円

内
容

▽
式
典

▽
記
念
講
演

演
題　
「
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を

育
む
に
は
」（
予
定
）

講
師　
鳥と

り
い居

徹て
つ
や也

さ
ん（
学
校
法
人

三
橋
学
園
夏
見
台
幼
稚
園・

保
育
園
園
主
）（
予
定
）

※
未
就
学
児
が
対
象
の
託
児（
10
月
30

日
㈭
午
後
５
時
ま
で
に
要
予
約
）も

あ
り
ま
す
。

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
連
合
会（
原

町
３
ー
１
ー
７
）

☎（
５
８
４
）３
９
２
２

F（
５
８
４
）３
９
２
３

ス
ポ
ー
ツ

少
林
拳
護
身
術
教
室

初
心
者
コ
ー
ス
参
加
者
募
集

　
護
身
の
心
得
や
腕
を
つ
か
ま
れ
た
際

の
逃
げ
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
小
学
３
年
生
以
上
の
人

日
時　
11
月
23
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時

場
所　
春
日
野
小
学
校
体
育
館

定
員　
10
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
ジ
ャ
ー
ジ
、運
動

靴
、タ
オ
ル
、水
筒

申
込
方
法　
11
月
10
日
㈪
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
少
林
拳
勝
龍

館
道
場　
稲い

ね
な
が永

☎（
５
９
５
）０
１
１
２（
F
兼
用
）

Shyaolin9012chyen@
ya 

hoo.co.jp
http://w

w
w

2.csf.ne.jp/ 
~shyaolin-shyoryu/

健　

康

薬
物
乱
用
は

ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。

　
10
月
1
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
２

カ
月
間
は
、福
岡
県
覚
醒
剤・
危
険
ド

ラ
ッ
グ
乱
用
防
止
月
間
で
す
。

　
覚
醒
剤
、麻
薬
、大
麻
、シ
ン
ナ
ー
、危

険
ド
ラ
ッ
グ（
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
）な
ど
の

乱
用
は
、乱
用
者
個
人
の
心
身
を
む
し

ば
む
だ
け
で
な
く
、各
種
犯
罪
の
誘
因

と
な
る
な
ど
、周
り
の
人
の
社
会
生
活

に
著
し
い
弊
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
特
に
、「
合
法
ド
ラ
ッ
グ
」「
合
法
ハ
ー

ブ
」な
ど
と
称
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
、麻
薬
や
覚
醒
剤
と

同
様
の
健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ
り
、使

用
に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ
た
り
交
通
事

故
な
ど
が
多
発
し
た
り
と
、大
変
危
険

で
す
。ま
た
、危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
今
年
の

４
月
か
ら
所
持
、使
用
、購
入
、譲
受
も

違
法
と
な
り
、罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
薬
物
乱
用
問
題
に
対
す
る
認
識
を
高

め
、薬
物
乱
用
を
絶
対
に
許
さ
な
い
社

会
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健
指
導
担

当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１
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子
育
て

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　
夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
１・
２
月
の
妊
婦
と
そ

の
夫

※
初
産
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

日
時　
11
月
15
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容

▽
助
産
師
に
よ
る
話「
お
産
の
仕
組
み

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費　
１
組
４
０
０
円

定
員　
16
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
10
月
31
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

（
夫
婦
）、年
齢
、電
話
番
号
、出

産
予
定
日
を
書
い
て
送
る

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
の
表
面
に
は
住
所
、

氏
名
を
書
き
、裏
面
は
白
紙
で
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当「
パ
パ
マ
マ
教
室
申

込
受
付
」係（
〒
816
ー
０
８
５
１

昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、生
後
２

カ
月
か
ら
６
カ
月
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
、毎
月
お
出
掛
け
デ

ビ
ュ
ー
や
、友
達
づ
く
り
を
応
援
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士
で

交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
平
成
26
年
５
月
〜
８
月
生
ま
れ

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者（
初

め
て
の
参
加
で
、２
日
間
と
も

参
加
で
き
る
人
）

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
託
児
、参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

日
時　
11
月
５
日
㈬・12
日
㈬

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）　

定
員　
12
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　

10
月
16
日
㈭
〜
31
日
㈮

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も

の
名
前
、生
年
月
日
、居
住
地

区
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so

d
ate@

city.kasuga.

fukuoka.jp

参
加
者
募
集

か
す
が
で
す
く
す
く

　
転
入
者
や
パ
パ
マ
マ
１
年
生
、妊
婦

な
ど
、子
育
て
中
の
人
や
子
育
て
情
報

が
知
り
た
い
人
、保
護
者
同
士
の
仲
間

づ
く
り
が
し
た
い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

保
護
者
の
み
で
、子
育
て
情
報
の
紹
介

や
座
談
会
を
行
い
ま
す
。座
談
会
後
に

は
、親
子
遊
び
を
紹
介
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、託
児（
生
後
３
カ
月

以
上
、無
料
、先
着
15
人
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
妊
婦
、未
就
学
児
の
保
護
者

日
時　
11
月
18
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

申
込
方
法　
10
月
28
日
㈫
〜
11
月
11
日

㈫
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も
の
名

前
、年
齢
、託
児
の
有
無
を
伝
え

る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so

d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
子
ど
も
の
食
事
が
気

に
な
る
人
な
ど
、食
生
活
に
関
す
る
悩

み
に
つ
い
て
、管
理
栄
養
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。　

日
時　
10
月
22
日
㈬
、11
月
12
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

予
約・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

原
子
爆
弾
被
害
者
２
世

健
康
診
断
の
実
施

　
県
は
、原
爆
被
害
者
２
世
の
人
で
希

望
者
を
対
象
に
、無
料
で
健
康
診
断
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
庁
健
康
増
進
課
疾

病
対
策
係

☎（
６
４
３
）３
２
６
７

F（
６
４
３
）３
２
７
１

交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
と
高
齢
者
を

守
る
た
め
に

　
県
内
で
は
、小
学
生
が
負
傷
す
る

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、交
通
事
故
で
犠
牲
と
な
っ

た
人
の
半
数
以
上
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
す
。

　
車
を
運
転
す
る
と
き
に
は
、「
よ
く

見
る
、早
く
見
つ
け
る
、素
早
い
反

応
」の
安
全
運
転
を
実
施
し
、子
ど
も

や
高
齢
者
に
対
し
て
優
し
い
運
転
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
子
ど
も
や
高
齢
者
は
、ド
ラ

イ
バ
ー
が
歩
行
者
に
気
付
い
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。道
路
を
横
断

す
る
と
き
は
左
右
の
安
全
確
認
を
行

い
、道
路
へ
の
飛
び
出
し
や
無
理
な

横
断
を
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、家
族
で
交
通
安
全
に
つ
い

て
日
頃
か
ら
話
し
合
い
、子
ど
も
や

高
齢
者
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

▼
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
室

☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

安
全

安
心
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※
希
望
日
時
の
人
数
に
偏
り
が
あ
る
場

合
は
、調
整
し
ま
す
。

※
当
日
、家
庭
の
み
そ
汁
の
塩
分
測
定

も
行
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、み

そ
汁
を
50
㎖
ほ
ど
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当「
み
そ
作
り
教
室
」係

（
〒
816
ー
０
８
５
１
昇
町
１
ー

１
２
０
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

新
生
活
産
業
創
業
支
援
フ
ェ
ア

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
会

　
県
は
、新
規
事
業
を
検
討
し
て
い
る

経
営
者
や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
へ
の
加
盟

を
検
討
し
て
い
る
人
に
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

　
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

fc-fukuoka.com
/

）を
見
る
か
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
独
立・開
業
を
目
指
す
個
人
、新

規
事
業・
多
角
化
を
検
討
し
て

い
る
法
人
経
営
者
な
ど

日
時　
10
月
21
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

場
所　
福
岡
国
際
会
議
場
多
目
的
ホ
ー

ル（
福
岡
市
博
多
区
石せ

き
じ
ょ
う
ま
ち

城
町

２
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
県
福
祉
労
働
部
労
働

局
新
生
活
産
業
室

☎（
６
４
３
）３
５
９
１

F（
６
４
３
）３
６
１
９

環　

境

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

元
気
野
菜
、元
気
人
間
づ
く
り

　
台
所
か
ら
出
る
生
ご
み
を
使
っ
て
で

き
た
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
土
で
、元

気
な
野
菜
を
作
り
、心
も
体
も
元
気
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
16
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

内
容

▽
午
前

持
参
し
た
生
ご
み
を
使
っ
て
土
作
り

▽
午
後

元
気
な
野
菜
を
作
る
方
法
の
講
演
会

講
師　
吉よ

し
だ田

俊と
し
み
ち道

さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

大
地
と
い
の
ち
の
会
代
表
）

受
講
料　
５
０
０
円

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
野
菜
く
ず
、シ
ャ

ベ
ル
、軍
手
、帽
子

※
希
望
者
に
は
昼
食
を
用
意
し
ま
す
。

申
込
方
法　
11
月
7
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
ふ
く
お
か
大

地
と
い
の
ち
の
会
春
日
支
部

（
同
セ
ン
タ
ー
ぶ
ど
う
の
庭
）

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

※
水・日
曜
日
は
休
館
で
す
。

家
庭
で
簡
単
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
と
は
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中
で
生
ご
み
と
基
材

を
混
ぜ
、微
生
物
の
力
で
生
ご
み
を
分

解
さ
せ
、栄
養
た
っ
ぷ
り
の
堆
肥
を
作

る
も
の
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、参
加
者
は
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
用
具
の
購
入
費
補

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
18
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
学
習
室
１（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、印
鑑

（
用
具
購
入
費
補
助
希
望
者
の

み
）

申
込
方
法　
11
月
７
日
㈮
ま
で
に
、電

話
で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を

伝
え
る

※
過
去
の
受
講
者
を
対
象
に
相
談
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。現
在
生
成
中
の
堆

肥
を
、ビ
ニ
ー
ル
袋
に
一
握
り
程
度

入
れ
て
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
ご
み
減
量
推

進
課

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

講
演
講
座

パ
ソ
コ
ン
中
級
講
習
会

参
加
者
募
集

　

県
母
子
家
庭
等
就
業・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
が
行
う
、一
人
親
家
庭
の
就

労
、自
立
促
進
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講

習
会
で
す
。

対
象　

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド・
エ
ク
セ

ル
）の
基
礎
知
識
が
あ
り
、一
人

親
家
庭
の
母
、父
ま
た
は
寡
婦

で
、就
職
や
転
職
を
希
望
し
て

い
る
人

※
講
習
会
終
了
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
て
も
ら
い
ま
す
。

期
間　
11
月
27
日
㈭
〜
12
月
17
日
㈬
の

平
日
12
日
間（
月
曜
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

内
容　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
入
れ

た
就
労
に
結
び
付
け
る
た
め
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

受
講
料　
１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
書
類

選
考
、申
込
少
数
の
場
合
中
止

の
場
合
あ
り
）

託
児　
１
歳
以
上
の
未
就
学
児（
要
予

約
）

申
込
方
法　

11
月
10
日
㈪（
必
着
）ま

で
に
、市
こ
ど
も
未
来
課（
市

役
所
２
階
）、県
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
社
会
福
祉
課
ま

た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http: 

//fukuoka-kenboren.
jp/

）か
ら
入
手
し
た
申
込
書

を
郵
便
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

食
生
活
改
善
推
進
員
と
作
る

減
塩
み
そ
づ
く
り
教
室
参
加
者
募
集

　
日
本
人
の
食
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
み
そ
を
、塩
分
控
え
め
で
手

作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

▽
11
月
21
日
㈮

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
２
時
〜
４
時

▽
12
月
２
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
２
時
〜
４
時

※
全
日
程
内
容
は
同
じ
で
す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　
１
㎏
当
た
り
４
９
０
円
程
度

の
実
費（
１
人
に
つ
き
３
㎏
ま
で
）

定
員　
各
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

※
初
め
て
参
加
す
る
人
を
優
先
し
ま

す
。

申
込
方
法　
10
月
27
日
㈪（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、必
要
な
み
そ

の
分
量
、参
加
希
望
日
時（
第
２

希
望
ま
で
）を
記
入
し
て
送
る
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職
業
訓
練
講
習

参
加
者
募
集

○
商
業
簿
記
３
級
短
期
集
中
試
験
対
策

講
習

　
初
心
者
か
ら
短
期
間
で
日
商
簿
記

検
定
３
級
資
格
取
得
を
目
指
す
講
習

で
す
。

期
間　
12
月
５
日
㈮
〜
平
成
27
年
２

月
13
日
㈮（
全
17
回
）

※
12
月
23
日
㈫・
26
日
㈮・
30
日
㈫
、

平
成
27
年
１
月
２
日
㈮
は
休
講
で

す
。

時
間　
火・
金
曜
日
は
午
後
６
時
30

分
〜
９
時

※
最
終
日
は
午
後
８
時
30
分
ま
で
で

す
。

場
所　
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

受
講
料　
２
万
１
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
、資
料
代
、税
込
み
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
４
日
㈫
午
前
９
時

以
降
同
協
会
に
電
話
で
申
し

込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
ワ
ー
ド
中
級
Ｄ
Ｔ
Ｐ
機

能
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
」講
座

　

短
期
間
で
Ｄ
Ｔ
Ｐ
機
能
な
ど
、

ワ
ー
ド
の
実
用
的
分
野・
応
用
分
野

を
学
ぶ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
で
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
先
着
10
人
）。

期
間　
12
月
10
日
㈬
〜
18
日
㈭（
全

７
回
、16
時
間
）

※
土・日
曜
日
は
休
講
で
す
。

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

ア
ミ
カ
ス
２
階
研
修
室
Ｄ

（
福
岡
市
南
区
高た

か
み
や宮

３
ー

　
諸
岡
川
は
浦う
ら
の
は
る

の
原
を
起
点
に
す
る
と

大
土
居
、昇
町
、須
玖
、岡
本
、日
の
出

町
、桜
ヶ
丘
を
通
り
約
６・６
㎞
先
に
あ

る
春
日
北
中
学
校
付
近
で
春
日
市
を
抜

け
、福
岡
市
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。春
日

市
と
福
岡
市
の
境
界
に
あ
る
精
華
女
子

短
大
正
門
右
手
の
橋
の
た
も
と
に
標
識

が
立
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
は
諸
岡
川

起
点
と
あ
る
。確
か
に
水
路
が
あ
り
、短

大
裏
の
J
R
鹿
児
島
本
線
の
手
前
で
、

現
在
の
諸
岡
川
に
流
れ
込
ん
で
い
ま

す
。

　
ど
う
し
て
別
の
と
こ
ろ
に
諸
岡
川
起

点
の
標
識
が
あ
る
の
か
。春
日
市
史
に

よ
る
と「
明
治
中
期
頃
ま
で
諸
岡
川
は

春
日
丘
陵
の
東
側
の
光
町・宝
町・陸
上

自
衛
隊
敷
地
内
を
流
れ
、精
華
女
子
短

大
北
側
ま
で
が
本
流
と
さ
れ
、丘
陵
の

西
側
は
支
流
と
み
ら
れ
て
い
た
」と
あ

る
。

　

で
は
、か
つ
て
本
流
で
あ
っ
た
川
は

今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。こ
の
川
は
、

春
日
市
と
福
岡
市
の
境
界
に
沿
っ
て
流

れ
て
い
る
た
め
境さ

か
い
が
わ川（
ヘ
チ
ゴ
川
と
も

言
う
）の
名
前
で
知
ら
れ
、今
は
池
田
水

路
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。現
在
、

水
路
は
陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地
の
東

側
の
端
ま
で
確
認
で
き
る
が
、そ
れ
か

ら
上
流
は
暗あ

ん
き
ょ渠
に
な
っ
て（
覆
わ
れ
て
）

い
て
見
え
ま
せ
ん
。実
際
は
道
路
の
下

を
流
れ
て
航
空
自
衛
隊
春
日
基
地
の
手

前
、宝
町
３
丁
目
と
光
町
１
丁
目
で
再

び
顔
を
出
し
、若
葉
台
西
の
丘
陵
の
方

へ
伸
び
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
水
路
と
は
別
に
も
う
一
つ
支
流

が
あ
り
ま
す
。大
牟
田
池
や
須
玖
新
池

な
ど
を
水
源
と
す
る
流
れ
。紅
葉
ヶ
丘

東
、ち
く
し
台
、若
葉
台
西
を
通
り
、ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
東
側
駐
車
場
の

横
を
流
れ
て
自
衛
隊
福
岡
病
院
の
敷
地

に
入
る
。そ
し
て
、県
道
福
岡・早
良・大

野
城
線
の
中
央
分
離
帯
の
下
を
通
り
、

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地
の
中
を
横

断
。日
の
出
町
公
民
館
前
の
道
路
の
下

を
ま
っ
す
ぐ
北
へ
伸
び
て
諸
岡
川
に
流

入
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
諸
岡
川
は
春
日
市
を
離
れ

て
ど
う
流
れ
て
い
る
の
か
。福
岡
市
に

入
る
と
、精
華
女
子
短
大
裏
か
ら
約
４

㎞
先
の
博
多
区
那
珂
と
東
那
珂
の
間
に

架
か
る
那
珂
大
橋
の
下
で
御み

か
さ
が
わ

笠
川
と
合

流
。そ
し
て
、そ
こ
か
ら
約
５・
５
㎞
先

の
博
多
湾
に
注
い
で
い
ま
す
。牛う

し
く
び頸
山さ
ん

塊か
い

で
生
ま
れ
た
水
は
、奴な
こ
く国
王
墓
が
あ

る
春
日
丘
陵
や
国
指
定
史
跡・
板い

た
づ
け付
遺

跡
の
近
く
を
通
り
、さ
ら
に
博
多
の
新

し
い
シ
ン
ボ
ル「
博
多
千
年
門
」が
誕
生

し
た
承じ

ょ
う
て
ん
じ

天
寺
と
、栄え
い
さ
い西
が
開
山
し
た
聖
し
ょ
う

福ふ
く
じ寺
の
裏
を
流
れ
て
い
ま
す
。諸
岡
川

は
私
た
ち
に
歴
史
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ

せ
る
川
と
言
え
ま
す
。

　
春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
小こ

ば
や
し林
昌し
ょ
う
い
ち一

 

春
日
風
土
記

第304号

　
市
内
を
流
れ
る
川
　
そ
の
３

　
　
＝
諸
岡
川（
３
）＝

至井尻至井尻
春日北中●春日北中●

南福岡駅南福岡駅

JR鹿児島本線JR鹿児島本線

航空
自衛隊
航空
自衛隊

宝町宝町

光町光町

岡本岡本

至二日市至二日市

大牟田池大牟田池
白水池白水池

須玖
新池
須玖
新池

小倉
新池
小倉
新池

小池小池
春日
貯水池
春日
貯水池

陸上
自衛隊
陸上
自衛隊

奴国の岡歴史資料館奴国の岡歴史資料館

自衛隊
福岡病院

自衛隊
福岡病院

ふれあい
文化センター
ふれあい
文化センター

精華女子
短大

精華女子
短大

●●

●●

●●

見えない水路

日の出町 ●
公民館
日の出町 ●
公民館

３
ー
１
）

受
講
料　
１
万
６
０
０
０
円（
税
込

み
）

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
に
掛
か
り
ま

す
。

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
５
日
㈬
午
前
９
時

以
降
、同
協
会
に
電
話
で
申

し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
エ
ク
セ
ル
中
級
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
実
務
関
数
」講
座

　
短
期
間
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
実
務

で
使
え
る
関
数
な
ど
エ
ク
セ
ル
の
実

用
的
分
野・
応
用
分
野
を
学
ぶ
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
講
座
で
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
先
着
10
人
）。

期
間　
12
月
10
日
㈬
〜
18
日
㈭（
全

７
回
、16
時
間
）

※
土・日
曜
日
は
休
講
で
す
。

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　
ア
ミ
カ
ス
２
階
研
修
室
Ｄ

受
講
料　
１
万
６
０
０
０
円（
税
込

み
）

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
に
掛
か
り
ま

す
。

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
５
日
㈬
午
前
９
時

以
降
同
協
会
に
電
話
で
申
し

込
む

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
協
会（
福
岡

市
東
区
千ち

は
や早

５
ー
３
ー
１
）

☎（
６
７
１
）６
８
３
１

F（
６
７
2
）２
１
３
３



市 報 か す が
平成26年10月15日17

春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ・Ⅲ

　
春
日
市
、大
野
城
市
、那
珂
川
町
に
居

住
ま
た
は
勤
務
す
る
中
学
生
以
上
の
人

を
対
象
と
し
た
、人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧

迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）、

そ
の
他
の
応
急
処
置
を
身
に
付
け
る
救

命
講
習
会
で
す
。　
　

　
受
講
は
無
料
で
す
。気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

○
普
通
救
命
講
習
Ⅲ（
主
に
小
児
、乳

児
、新
生
児
に
対
す
る
救
命
に
必
要

な
応
急
手
当
）

日
時　
11
月
９
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
e
ラ
ー
ニ
ン
グ

対
応
実
技
救
命
講
習
）

※
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、消
防
本
部

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
応
急
手

当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習（
約
60
分
）を
個
人

で
受
講
し
、１
カ
月
以
内
に
実
技

を
中
心
と
し
た
実
技
救
命
講
習
を

受
講
す
る
も
の
で
す
。

日
時　
11
月
16
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー

２
ー
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
消
防
署
本
署

救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

募　

集

参
加
者
募
集

春
日
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会

　
仲
間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
、認
知

症
予
防
の
た
め
に
、フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

を
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
60
歳
以
上
の
女
性
が
多
い
サ
ー
ク
ル

で
す
。気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
毎
週
木
曜
日（
月
４
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
剣
道
場

会
費　
２
０
０
０
円（
月
額
）

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
池い

け
べ部

☎（
５
０
１
）６
６
４
４（
F
兼
用
）

相　

談

開
設
し
ま
し
た

労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　

厚
生
労
働
省
は
、若
者
の「
使
い
捨

て
」が
疑
わ
れ
る
企
業
な
ど
へ
の
対
応

強
化
の
一
環
と
し
て
、労
働
条
件
に
関

し
て
、誰
で
も
無
料
で
相
談
で
き
る
電

話
相
談
窓
口「
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と

ラ
イ
ン
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　
労
働
者・使
用
者
に
か
か
わ
ら
ず
、ま

た
、匿
名
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

期
間　

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

（
12
月
29
日
㈪
〜
平
成
27
年
１

月
３
日
㈯
を
除
く
）

時
間

▽
平
日（
水
曜
日
を
除
く
）　

午
後
５
時
〜
10
時

▽
土・日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
12
月
６
日

㈯
は
正
午
〜
午
後
５
時
）

相
談
電
話
番
号　
労
働
条
件
ほ
っ
と
ラ

イ
ン

０
１
２
０（
８
１
１
）６
１
０

高
齢
者・障
が
い
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

　
成
年
後
見
制
度（
法
定
後
見
、任
意
後

見
い
ず
れ
も
可
）や
遺
言
、相
続
、財
産

管
理
、死
後
事
務
処
理
な
ど
の
相
談
に
、

公
証
人
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。詳
し
く

は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
27
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修
室

（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
高
齢

者・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
筑
紫
出
張
所

☎（
９
２
１
）２
１
３
０（
F
兼
用
）

県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業

　
福
祉
施
設
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
で
提
供
さ
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
苦
情
を
解
決
す
る
事
業
で
す
。

　
苦
情
に
つ
い
て
事
業
所
と
の
話
し
合

い
で
解
決
し
な
か
っ
た
り
、直
接
話
に

く
か
っ
た
り
す
る
場
合
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
す
。

対
象　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や
そ

の
家
族

日
時　
毎
週
火
曜
日
〜
日
曜
日
、第
４

月
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
運
営
適
正
化

委
員
会
事
務
局（
県
社
会
福
祉

協
議
会
）（
原
町
３
ー
１
ー
７
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
４
階
）

☎（
９
１
５
）３
５
１
１

F（
５
８
４
）３
３
５
４

福
岡
県
司
法
書
士
会

賃
貸
借
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　
賃
貸
物
件
の
家
賃
滞
納
、敷
金
の
精

算
、修
繕
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に

つ
い
て
、司
法
書
士
が
無
料
で
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
11
月
２
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
電
話
番
号

☎（
７
２
２
）４
１
３
１

※
相
談
会
当
日
以
降
も
同
じ
番
号
で
受

付
は
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
会
事
務
局

※
問
い
合
わ
せ
は
平
日
の
午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

☎（
７
２
２
）４
１
３
１

そ
の
他

必
ず
チ
ェッ
ク
最
低
賃
金

福
岡
県
最
低
賃
金
改
正

　

県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
低
賃
金
制
度
で
は
、働
く
全
て
の

人
の
賃
金
の
最
低
額
を
保
障
し
て
い
ま

す
。使
用
者
も
労
働
者
も
、必
ず
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

最
低
賃
金　
１
時
間
７
２
７
円（
こ
れ

ま
で
の
最
低
賃
金
７
１
２
円
）

効
力
発
効
日　
10
月
５
日
㈰

※
産
業
に
よ
っ
て
、特
定（
産
業
別
）最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。詳

し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課

☎（
４
１
１
）４
５
７
８

F（
４
１
１
）２
６
３
３
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検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　
検
察
審
査
会
は
、犯
罪
の
被
害
者
な

ど
か
ら
、検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を
不

服
と
し
て
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と
き
に

審
査
を
始
め
ま
す
。そ
の
際
、国
民
の
中

か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審

査
員
が
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に

は
、国
民
の
代
表
と
し
て
、協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、検
察
審
査
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
検
察
審

査
員
」の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
第
一・
第
二
検

察
審
査
会
事
務
局（
福
岡
地
方

裁
判
所
内
）

☎（
７
８
１
）３
１
４
１

F（
７
８
１
）３
１
８
５

知
っ
て
い
ま
す
か

求
職
者
支
援
制
度

　
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者

に
、民
間
訓
練
機
関
が
厚
生
労
働
省
の

認
定
を
受
け
た
職
業
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。詳
し
く
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

内
容

▽
求
職
者
支
援
訓
練
な
ど
無
料
で
受
講

可
▽
訓
練
期
間
中
も
終
了
後
も
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
就
職
を
支
援

▽
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に
訓
練
期

間
中
、給
付
金
を
支
給

問
い
合
わ
せ
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

南

☎（
６
８
７
）４
５
１
３

F（
５
７
４
）６
５
５
４

http
://fukuo

ka-ro
ud

o
u 

kyoku.jsite.m
hlw

.go.jp/
hourei_seido_tetsuzuki/
shokugyou_kunren/_81661.
htm

l

いきいき体操
　

臓
器
移
植
と
は
、病
気
や
事
故
に

よ
っ
て
臓
器
の
機
能
が
低
下
し
、移
植

で
し
か
治
療
が
で
き
な
い
人
に
、死
後

に
臓
器
を
提
供
し
て
も
い
い
と
い
う
人

の
臓
器
を
提
供
す
る
医
療
で
す
。移

植
に
用
い
ら
れ
る
臓
器
は
、心
臓
、肺
、

肝
臓
、腎
臓
、す
い
臓
、小
腸
お
よ
び

眼
球（
角
膜
）で
す
。臓
器
移
植
は
、第

三
者
の
善
意
に
よ
って
成
り
立
つ
医
療

で
す
。一人一人
が
臓
器
移
植
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、理
解
を
深

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

日
本
で
臓
器
の
提
供
を
待
っ
て
い

る
人
は
、約
１
万
３
０
０
０
人
で
す
。

そ
れ
に
対
し
、移
植
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、年
間
約
３
０
０
人
。日
本
で
は
、臓

器
提
供
者
が
少
な
い
た
め
、数
多
く
の

人
が
、移
植
を
待
ち
な
が
ら
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
で
事
故
や
病
気
で
亡
く
な
る

人
は
毎
年
約
１
１
０
万
人
で
、そ
の

１
％
弱
の
人
が
脳
死
で
亡
く
な
る
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
最
期
を
迎
え
た
時
に
、誰
か

の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。自
分

の
意
思
を
尊
重
す
る
た
め
に
も
、臓
器

移
植
に
つ
い
て
考
え
、家
族
と
話
し
合

い
、提
供
す
る
か
し
な
い
か
の
意
思
表

示
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

臓
器
提
供
の
意
思
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
意
思
登
録
す
る
か
、意
思
表

示
カ
ー
ド
、健
康
保
険
証
、運
転
免
許

証
の
裏
面
の「
意
思
表
示
欄
」な
ど
で

示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
公
益
社
団
法
人
日

本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

０
１
２
０（
７
８
）１
０
６
９

http://w
w
w
.jotnw

.or.jp/

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
で
す

　お尻の筋肉（大・中殿筋）は、骨盤
のゆがみを整え、正しい姿勢を維
持し、立ったり歩いたりする際に大
切な筋肉です。
お尻の筋肉（大・中殿筋）強化体操
⑴体の片側を下にし、横になる。
⑵下側の膝は少し曲げ、上側の脚

を伸ばす。
⑶足首を直角にしたまま、膝が曲

がらないように上側の脚を床か
ら30cmほど持ち上げる。

⑷反対側も同様に行う。（10 〜
15回×2
セット）

お
詫
び
と
訂
正

　
10
月
１
日
号
２
ペ
ー
ジ
「
春
日
奴
国
あ

ん
ど
ん
祭
り
」
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤
：
和
田
奈
保
子
さ
ん
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ

と
ケ
ー
ナ
演
奏

正
：
和
田
名
保
子
さ
ん
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ

と
ケ
ー
ナ
演
奏

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り
課
商
工
農

政
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

　

10
月
１
日
号
９
ペ
ー
ジ
「
み
ず
ぼ
う
そ

う
予
防
接
種
の
実
施
医
療
機
関
の
一
覧
」

に
掲
載
し
て
い
ま
し
た
「
陣
の
内
脳
神
経

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
は
、
み
ず
ぼ
う
そ

う
の
予
防
接
種
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
増
進
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

お
は
よ
う
・
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

　
「
お
は
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
す
る

と「
お
は
よ
う
」と
返
っ
て
く
る
。

当
然
の
こ
と
だ
が
実
際
は
ど
う
だ

ろ
う
。入
学
式
で
新
入
生
に
あ
い

さ
つ
を
し
た
時
に
疑
問
に
感
じ
、

翌
日
か
ら
、正
門
前
で
あ
い
さ
つ

を
始
め
ま
し
た
。数
人
の
子
ど
も

が
戸
惑
い
つ
つ
も「
お
は
よ
う
」

と
返
し
て
く
れ
る
だ
け
で
、な
か

な
か
あ
い
さ
つ
が
返
っ
て
き
ま
せ

ん
。知
ら
な
い
人
に
声
を
掛
け
ら

れ
て
も
話
さ
な
い
と
い
う
約
束
が

子
ど
も
た
ち
に
あ
る
か
ら
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
し
た
。子
ど
も
た

ち
は
約
束
を
守
っ
て
あ
い
さ
つ
を

返
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
半
、校
長
先
生

と
、毎
朝
正
門
に
立
ち
あ
い
さ
つ

運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。あ
る
朝

「
白
水
校
長
先
生
、石
津
会
長
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
の
立

派
な
あ
い
さ
つ
に
、２
人
顔
を
見

合
わ
せ
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。最

近
で
は
、立
ち
止
ま
り
あ
い
さ
つ

を
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
き
ま
し

た
。キ
ラ
キ
ラ
輝
く
笑
顔
を
見
守

り
な
が
ら
、今
日
も
元
気
に「
お
は

よ
う
・
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

春
日
東
小
学
校
運
営
協
議
会　
　

　
　
　
　
　
　

会
長　

石い
し
ず津
大だ
い
ち地

輝
く
子
ど
も
た
ち

輝
く
子
ど
も
た
ち
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今
年
は
梅
雨
が
明
け
た
と
思
っ

た
ら
台
風
が
続
け
て
襲
来
し
、そ

の
後
す
ぐ
に
秋
の
長
雨
と
、日
差

し
と
縁
の
な
い
夏
で
し
た
▼
各
地

で
水
害
に
よ
る
痛
ま
し
い
被
害

が
多
発
し
ま
し
た
が
、春
日
市
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

８
月
22
日
に
は
１
時
間
当
た
り

１
０
０
ミ
リ
超
の
雨
量
を
記
録
。

午
前
４
時
に
は
市
長
以
下
全
職
員

を
非
常
招
集
し
、災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
ま
し
た
。幸
い
、大
き
な

被
害
は
な
く
、ま
た
、日
頃
の
訓
練

の
成
果
か
対
策
本
部
の
運
営
も
比

較
的
順
調
で
し
た
。し
か
し
、職
員

間
の
情
報
共
有
な
ど
ま
だ
ま
だ
改

善
す
べ
き
点
が
あ
る
の
も
事
実

で
す
▼
さ
て
、我
が
家
に
目
を
や

る
と
、非
常
時
に
備
え
て
備
蓄
し

て
い
る
の
は
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
が
数
本
と
懐
中
電
灯
の
み

…
。改
善
す
べ
き
点
だ
ら
け
で
す
。

気
候
が
い
い
今
の
季
節
だ
か
ら
こ

そ
避
難
場
所
の
確
認
や
非
常
時
持

出
品
の
点
検
な
ど
一
緒
に
や
っ
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。内

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県母子家庭等就業・自立支援
センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月〜金曜日／8時30分〜17時

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
人権
◆定例人権相談　☎（584）1111
第1火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月〜水・金曜日10時〜17時／木曜日10時〜 20時30分／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火〜日曜日、第4月曜日／9時30分〜16時（祝日を除く金曜日は18
時〜20時30分）／福岡県男女共同参画センター「あすばる相談室」
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記の他、相談窓口を情報政策課（☎（584）1148）や市ウェブサイト（http://
www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/sodan/index.html）で紹介しています。

「遊びについて」
　赤ちゃんの遊びは未分化で、遊んでいるようには見えま
せん。しかし、体を動かすこと、手を使うこと、人と関わるこ
と自体が赤ちゃんにとっての遊びです。
▷感覚遊び　なめる、感触を味わう、見る、聴くなど
▷運動遊び　腕を回す、転がるものを追う、後ずさりする、
這う、箱に入る、階段の昇り降りなど

▷操作遊び　ひっくり返す、物を入れたり出したりする、倒
す、落とす、つかむなど

　子どもにとっての遊びは、食事や睡眠と同じように欠か
せないものです。子どもは、伸びようとする力を感じ取り、
遊びの中で何度も繰り返して次のようなさまざまな能力を
着実に獲得します。
▷環境を探索、挑戦することによって、自発性や意欲が湧く
▷ごっこ遊びや大人の真似をしながら社会性、人間関係の
力、言葉などが育つ

▷「できた」、「自分はうまくやれる」という自信、達成感を
育む

▷形の性質、大きさ、重さ、数、感触などにより、思考力、認識
力などが育つ
外遊びについて
　外遊びには、子どもの心身を健康に育てるような自然と
の関わりがあります。昼間日光を浴びると、夜ぐっすり眠る
ためのメラトニンが多く出るといわれています。
　子どもは、歩いて走って登って降りてなど、起きている間
中動き回り、立派な脳を作ろうとしています。風を気持ちい
いと思い、虫を追いかけ、草花、
木々に触れる。そんな経験を通
して、豊かな感性が育ちます。自
然が大好きな子に育てたいです
ね。

子育て支援センター
　　　　　（須玖南2‒120すくすくプラザ内）
　☎（584）1010　F（584）7739



奴
国
写
真
館

奴
国
写
真
館

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
　
☎（
５
０
１
）１
１
４
４
　
F（
５
７
３
）１
０
７
７

　
江
戸
幕
府
誕
生
か
ら
２
０
０
年
後
の
文
化・文
政
期（
18
世
紀

末
か
ら
19
世
紀
初
め
）は
、歌
舞
伎
や
浮
世
絵
、寺
子
屋
な
ど
の

娯
楽
や
教
育
が
発
達
し
、江
戸
か
ら
地
方
へ
と
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
が
広
ま
っ
た
時
代
で
し
た
。

　
一
方
で
、鎖
国
政
策（
長
崎
で
の
オ
ラ
ン
ダ
と
中
国
以
外
の
国

と
の
貿
易
を
禁
じ
た
も
の
）の
最
中
に
、ロ
シ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
の

船
が
開
国
を
求
め
て
、日
本
へ
の
上
陸
や
占
拠
を
行
う
事
件
が

多
発
し
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
幕
府
は
、長
崎
港
の
警
護
強
化
を

福
岡
藩・
佐
賀
藩・
大
村
藩
に
命
じ
、砲
台
と
人
員
を
配
備
す
る

御
台
場
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
紹
介
す
る「
大
田

尾
御
台
場
絵
図
」は
、文

化
５
年（
１
８
０
８
年
）

に
福
岡
藩
が
異
国
船
対

策
と
し
て
長
崎
の
大
田

尾
に
新
し
く
設
置
し
た

御
台
場
の
場
所
を
記
し

た
絵
図
で
す
。

　

11
月
16
日
㈰
ま
で
奴

国
の
丘
歴
史
資
料
館
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

福
岡
藩
の
異
国
船
対
策

〜
大お

お
た
お
田
尾
御お
だ
い
ば
台
場
絵え

ず図
〜

大田尾御台場絵図
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